2011年5月人文研京都調査旅行の思い出 by 桃尾 美佳
― 31 ― 
2011 年 5 月人文研京都調査旅行の思い出 
 
桃 尾 美 佳 
 
のっけから食べ物の話で恐縮だが、2011 年 5 月 14 日～15 日の人文研京都調査旅行は、思い
がけず甘いものと縁の深い旅となった。神事への参列を主目的とする旅程で菓子との関わりが
生じるのは、案外当然のような気もする。なにしろ和菓子には神饌や供物に用いられてきた長
い歴史がある……というのはいささかこじつけで、こんな出だしでは本調査旅行の学術的側面
を理解していないと参加者の先生方にお叱りを受けるかもしれないが、専門が英文学で日本の
古典にも歴史学にもとんと不案内の私のような門外漢にとっても、行く先々で教えていただく
ことが何もかも目新しく興味深くて、実り多い旅であったことは確かである。門前の洟垂れ小
僧が団子をかじっていると思ってお目こぼしいただきたい。 
さてこの旅行、主たる目的は 5 月 15 日に催される葵祭社頭の儀への出席である。事前の研究
会では小山利彦先生、矢野建一先生、荒木敏夫先生による講義を受けた。源氏物語などの古典
文学に表れる葵祭の典雅な描写から、祭儀の源流と政治的・軍事的背景、また禁苑から御霊会
の場を経て変遷してゆく神泉苑についてなど、幅広い主題について伺うことができた。 
私の葵祭に関する知識はゼロに等しく、どの神様をお祭りするどんな神事なのかもまったく
知らなかった。これだけ有名な大祭なのだから神様の中でもかなりの有名どころのご関係であ
ろうと漠然と思っていたのだが、講義をきいて驚いた。葵祭はもともと、田の神様をお祭りす
る神事だったそうである。 
矢野先生のお話によると、葵祭（正式には賀茂祭というそうだ）の源流は、『山城国風土記』
にあらわれる可茂別雷命という神様、いわば雷神の性格を持つ神への信仰にあるという。伝承
に曰く、賀茂建角身命の娘の玉依姫（いずれも賀茂御祖神社、通称下鴨神社の祭神）が鴨川で
遊んでいた折、丹塗りの矢が上流から流れてきたのを拾って持ち帰り、ほどなくして男の子を
生み落とした。のちにこの子どもの成人の祝いの酒席で、賀茂建角身命が「お前の父と思う人
にもこの酒を飲ませよ」と言ったところ、子は酒盃を手にして屋根をつきやぶり天に昇っていっ
たので、父親が神であることがわかったのだそうである。丹塗りの矢は火雷神であったという。
このスペクタクルな伝承の子どもが可茂別雷命で、名前の通り、雷神の性質と関わりのある神
様である。雷神は稲作に必要な雨を呼ぶ。雨を降らす天の神は穀霊として田の神の性質を持ち、
山から里に下って豊作をもたらすために、雷神信仰は稲作農耕儀礼と縁の深いものだそうであ
る。華やかな葵祭の源流は、地元の有力者鴨縣主によるローカルな稲作儀礼だったというわけ
である。ところが九世紀初めに平城上皇と嵯峨天皇が対立した際、嵯峨天皇が賀茂神に加護を
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願って皇女を斎王として捧げて以来、皇室との関わりが深くなり、賀茂祭はやがて祭祀の等級
としてはかなり上位の「中祀」に列せられた。賀茂祭における大掛かりな儀式の多くは、嵯峨
天皇側から上皇側に対する軍事的示威活動の性質を帯びていた、のだそうである。雅の極みの
ような祭がもともとは田んぼの豊作を祈る神事だったというのが面白い。 
そのせいかどうか、葵祭は雨に降られて延期や中止の憂き目に会うことも多いそうだが、日
ごろの行いが良かったものか、5 月 14 日は綺麗に晴れた。この日は京都の考古資料館にて午後
二時に現地集合し、京都の埋蔵文化財についての解説を聞く予定である。少し早めに到着した
のを幸い、堀川通まで戻るとここに鶴屋吉信の本店がある。二階の茶寮に入るほどの余裕はな
いので慌しく上生菓子を三つほど買い求め、少し気が早いが店頭にでていた「御所氷室」も購
入。乳白色のすり琥珀に小豆が入ったもので、見た目もその名の通り涼しげな干菓子である。
たまご色の包装が目立つのに気を遣いながら資料館へ戻ると、ちらほらと参加者が集合し始め
ていて、ひとりだったらさっそく生菓子をぱくつこうという企みは涙を呑んで諦めた。 
ここでは埋蔵文化財研究所次長の梶川敏夫氏が、スクリーンを使って京都の埋蔵文化財研究
の歴史を紹介してくださった。原始時代から平安時代を経て現代にいたるまで、気の遠くなる
ような長期に渡る貴重な遺物と遺構が京の町並みの下に眠っている。講演後には出土した文化
財を実際に見せていただいた。いずれも学術的価値の高い埋蔵品だが、お触り可だというので
遠慮なく指紋をつけさせてもらう。古代の祭器の類も珍しかったが、比較的新しい時代の出土
品には茶陶も多い。茶人が見ると目の色を変えますよ、といいながら出してくださった織部の
皿やら青磁の器やら、知識がなくても見るだけでため息のでるような綺麗な状態の物もあって、
次から次へと手に取らせてもらった。通常なら博物館の陳列棚で見る品だが、実際にてのひら
に受けてみるとやはり重みが違う。 
館内には他にもさまざまな出土品の展示があって、とりわけ面白かったのが長岡京東南境界
祭祀遺跡から出土したという人面墨書土器の数々だった。素焼きの器の表面に、炭で色々な顔
が描いてある。一つとして同じものはなく、目が渦を巻いていたり珍妙な髭を生やしていたり、
どれも尋常でない顔つきばかりである。資料館の方によるとこれは悪霊の顔を描いたもので、
この器に紙で蓋をし、川に流し遣って邪気や魔を祓う祭祀に用いたのだそうだ。災厄に顔かた
ちを与え、この世の外へ流し遣ることで日々の平穏を一途に祈った、古の人々の心を想う。描
かれた顔は恐ろしいというより瓢げた風味で、どことなく人間臭かった。 
考古資料館を後にしてからは小山先生と荒木先生のご案内で、平安宮跡を巡るウォーキング
ツアーが行われた。先頭を行く小山先生のお手元にもたまご色の紙袋が揺れていてちょっぴり
安心する。地図で見る限りさほどと思わなかったが、大内裏跡を巡るコースは自分の足で歩く
とやはり相当の広さであり遠さだった。碁盤の目のおかげで京都では道に迷いにくいとよく言
― 33 ― 
われるが、「まるたけえびす」の通り唄も歌えないよそ者にとっては、どの通りも軒の低い家々
がまっすぐに並ぶばかりで見分けがつかず、自分の所在が有耶無耶にされたような心許ない気
持ちになる。研究所の森閑とした空気の中で千年も昔の遺物に触ってきた後だから尚更である。
古い町家の屋根はところどころに邪気を祓う鍾馗さまの小像を頂いて、どこまでもまっすぐ続
いている。眼光鋭い鍾馗さまの髭もじゃ顔は猛々しく、あれに睨まれたら墨書土器の瓢げた顔
の悪霊どもはべそをかいて逃げ出すだろう、などと考えながら只管歩いた。ツアー終了後は和
気藹々と夕食をいただき、翌日はいよいよ葵祭への参列である。 
現在の葵祭で行われる主な祭事は「路頭の儀」「社頭の儀」の二つで、前者では近衛使や検非
違使らの本列と斎王代を中心とする女人列が、京都御所から下鴨神社へ、そして上賀茂神社へ
と向かう。平安時代の衣装をつけた華やかな祭列が練り歩く様子は、誰でも沿道から眺めるこ
とができる。一方、後者の「社頭の儀」は神社内で行われる。勅使が御祭文を奏上し、宮司、
権宮司が御幣物を奉じ、また神宣を伝え返祝詞を告げるなどの儀式を含み、さらに舞人による
東游が奉じられる。こちらは誰でも好きに覗けるというわけではなく、限られた数の参列者し
か許されない。今回の調査旅行ではこの「社頭の儀」を拝観できるという。滅多に見られない
祭事を見られるというのでいやがうえにもテンションが上がるのだが、「勅使が参向する厳粛な
場なので服装にくれぐれも気をつけるように」と再三言い含められるうちに、これはたいへん
なことになったと変な緊張感が高まってきた。男性は上着着用、と申し渡されたが、女性はい
かなる格好をすればよいのか。スーツの着用に及ばなければいけないのかとも思うが、時あた
かも入梅前の汗ばむような季節、炎天下で長時間儀式に参列することを考えるとそれも気が重
い。途中で倒れでもしたら神罰が下るのではなかろうか。そんなことを考えて悶々とするうち
に朝が来た。 
ホテルのロビーに午前 8 時集合。迷った末に上着付きのワンピースを着てお茶を濁すが、今
日も上天気で暑くなりそうな空の色である。タクシーで下鴨神社へ移動し、玉砂利を踏んで境
内へ向かうと、すでにかなりの人手で賑わっていた。しかし肝心の会場へはおいそれと入れな
い。社頭の儀が始まるのが正午すぎ、今はまだ路頭の儀の行列がまだ京都御所を出発していな
い時刻である。 
だいぶ時間の余裕があるので人ごみを縫って境内を散策していると、小さなしつらえの茶店
で「申餅」を売っていた。明治期に廃絶するまで葵祭の餅として庶民に親しまれてきた菓子を
140 年ぶりに復刻したのだとか。小豆の茹で汁で搗いたという餅はほんのり赤く色づいて可愛
らしい。実は荷物の中に昨夜寝る前に食べ切れなかった上生菓子の残りが入っているのだが、
縁起物のお菓子はなんとなく捨て置けない気がして買い求める。食べてみると見たとおり素朴
な甘味で飾り気のない優しい味わいだった。茶店の外をさらにうろついているうちに、流鏑馬
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神事に使うと思しき馬がつながれているのを見つけた。厩様の小屋に数頭が入っているが、い
ずれもくしけずられたような毛並みがつやつや輝いて美しい。驚いたことに大型動物特有の獣
臭さがまったく感じられない。足元にヒノキか何かのチップが敷き詰められているせいか、ど
ことなく清浄な香りさえする。人間よりよほど神々しい風情の馬たちだった。残念ながら私た
ちは社頭の儀の会場に入ってしまうので、流鏑馬は見ることができないが、500 メートルの馬
場を射手を乗せた馬が全力疾走する勇壮な神事とのことだった。 
ようやく祭事の場への入場が許されたのは 10 時をだいぶ回ったころだったかと思う。正面後
列の席へ通され、緊張しつつ待つこと数十分、いよいよ社頭の儀が始まった。秘中の秘の神事、
という思い込みがあったが、実際は華やかな式典といった趣で、マイク音声による案内も入り、
古式ゆかしい衣装に身を包んだ勅使や宮司が次々に式次第を進めてゆく。勅使が神に向かって
御祭文を奏上すると、今度は権宮司が神の返答である返祝詞を伝えるという流れからして、神
と国家の間にある種のダイアローグというか合意が成立する部分が、この祭事の眼目というこ
とになるのだろうか。遠目に見える斎王代もあでやかな十二単をまとった雅な佇まいで、舞台
を眺めるような典雅な情景が続く。勅使や舞人が近くを通ると、烏帽子につけた葵の葉が 5 月
の日差しを受けてゆるやかに萎びてゆくのがわかり、それが奇妙に現実的だった。鮮やかな緋
色の装束の舞人による東游の舞いの後、勅使が場を辞して、社頭の儀は終わった。 
我々の調査旅行のスケジュールもここで一端の終了、流れ解散となったものの、最後にもう
ひとつ甘いもののおまけがついた。近隣の有名店「出町ふたば」の名代豆餅を買いに行こう、
という話になって、ぞろぞろと現地へ出向いたところ、店頭に黒山の人だかりができている。
よく見れば 4 列ほどに折り返した行列をなしていて、これがみな豆餅を買いに来た人だという
のだから仰天した。豆餅というのは餡なしの大福のことだそうだ。人垣の間を透かして見るガ
ラスケースには見るからにおいしそうな品々が並んでいる。これを買わずにも帰れまい、とい
うことで、ご一同のややこしい注文を一手に引き受けて列に並んだ小西先生とご一緒すること
にした。私が今まで一番長く並んだ食べ物の行列は人形町の鯛焼きの老舗柳屋の 30 分で、生き
ているうちにこの記録を更新することはもはやあるまいと思っていたのに、人生はわからない
ものである。待つ間にケースを覗いていると、大福の他にぎっしりと小豆のつまった「水無月」
が売られていた。外郎に小豆を載せて三角形に切ったものだが、これも昨日の干菓子と同じく、
氷室の氷を模した形だそうだ。夏越祓の行われる 6 月 30 日に氷室の氷を口にすると厄除けにな
るという宮中の風習を元にした菓子だという。6 月に入れば東京の和菓子屋でも見かけるけれ
ど、ここまでぎっしり小豆が乗った水無月は初めてで、激しく心が揺さぶられたのだが、既に
旅行鞄の中に日持ちのしない和菓子がたんまり入っていることを思い出して、豆餅二種の購入
のみにて我慢することにした。甘いものに始まったこの調査旅行、無事甘いものにて締めくくっ
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た形になる。小西先生の買い物を待ちながら早速封を開け、行列の人々の視線を浴びながら頬
張ると、小豆の風味が口と鼻腔いっぱいに広がった。小豆もまた、古来魔除けの効を信じられ
た食材である。 
 
葵祭が本来、水を司る神を山から田に降ろし、豊穣を祈る祭祀であったことを思う。この世
のほかの場所から神を降ろして地上の幸いを願う一方で、この世の災厄を異界へ祓う祭祀にも
私たちは熱心だった。氷や小豆を口にして魔を避け、異形の図像を恃んで邪気を祓い、それで
も訪れた災いには姿かたちを与えて川や海に送り出し、この世ならぬ場所へ流し遣る。彼方か
ら来る恵みを受けつつ、穢れを祓って彼方へと流し遣る文化は、日常のどこか深い部分にまだ
息づいているだろう。私たちが生きているのは、どうやら此方と彼方、あるいは此岸と彼岸を、
大気や水が巡るようにエネルギーが経巡る世界らしい。耐えきれないほどの強烈な風や巨大な
波に襲われた時、倒れずに踏みとどまることはできないかもしれないが、膝を折り頭を垂れて
祈りながら災厄を彼方へ流し遣り、また次の恵みを受けられることを信じるしなやかな力なら、
あるいは私たちにも残っているのかもしれない。そんなことを考えた。 
考古資料館埋蔵文化財研究所の梶川氏のお話では、長岡京東南境界祭祀遺跡の出土品を用い
て、古代祭祀を体験する企画を準備されているとのことだった。研究所のホームページを確認
すると、「古代祭祀 in 一条戻橋」と銘打ったイベントが 10 月 1 日に予定されているらしい。古
代人の心に倣って、疫病・災害・ケガレを祓うため、土器に疫病神の姿を描き、また人形代や
斎串を作り、一条戻橋から川に流す行事を再現するという。あの瓢げた顔の疫病神を流して安
寧を願った古の人々と同じ思いが、今回もまた水の上を渡ってゆくに違いない。 
ちなみに同研究所では、出土した 1200 年前の人面墨書土器から 21 椀の精鋭を選出して人気
の程を競う「人面イケメン人気投票」という秀逸な企画も開催していた（8 月 31 日まで）。7
月末の中間集計結果発表によれば此の時点で実に 254 票の投票があったらしい。ウェブサイト
にずらり並んだチンクシャ系イケメンの数々を見ればじわじわ笑いがこみあげて、館員の方々
のセンスに脱帽した。災いに打ちのめされて絶望の淵に立ったとき、私たちに残された最後の
手段の一つは、大いに笑うことのはずである。なにしろこの国原初の呵呵大笑は、天岩戸から
太陽を取り戻したのだから。 
